
3 広報すおう大島 令和元年 ( 2019 年 )9 月号

道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
改
修
事
業

１
７
６
５
万
９
千
円

　

道
の
駅
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

改
修
等
を
行
い
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
増
加

を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
観
光
誘
致
事
業

２
３
２
万
５
千
円

　

西
日
本
３
大
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
を
目
指
し
て

本
町
の
知
名
度
を
高
め
、
観
光
振
興
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

海
域
保
全
管
理
事
業　
　

  

２
９
６
万
８
千
円

　

地
家
室
園
地
に
お
け
る
拠
点
施
設
整
備
関

連
事
業
お
よ
び
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
群
生
地
や

周
辺
海
域
の
保
全
・
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

浮
島
地
区
海
底
送
水
管
布
設
事
業

３
億
３
５
２
０
万
円

　

浮
島
地
区
の
慢
性
的
な
水
不
足
を
解
消
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
海
底
送
水
管
布
設
事
業

に
係
る
送
水
管
の
製
作
・
布
設
や
島
内
の
施

設
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

周
防
大
島
高
等
学
校
通
学
支
援
費
給
付
事
業

６
０
０
万
円

　

周
防
大
島
高
校
に
在
学
す
る
生
徒
の
通
学

費
の
一
部
に
つ
い
て
、
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

農
林
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

水
道
課
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

教
育
委
員
会
総
務
関
係

　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

〇
戸
別
受
信
機
の
電
池
切
れ

　

戸
別
受
信
機
に
は
停
電
を
想
定
し
て
、
乾

電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
の
残
量
が
少
な
く
な
る
と
、
放
送

終
了
後
に
赤
色
の
表
示
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、

「
プ
ッ
、
プ
ッ
、
プ
ッ
」
と
警
告
音
が
鳴
り

ま
す
。

　

災
害
時
の
停
電
で
避
難
情
報
を
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
で
避
難
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
電
池
切
れ
を
確

実
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
赤
ラ
ン
プ
の
点

滅
と
音
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
音
を
止
め
る

　
「
緊
急
音
量
解
除
」
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

一
時
的
に
警
告
音
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

放
送
を
受
信
す
る
と
再
び
警
告
音
が
鳴
り

ま
す
。

中央の「ＯＰＥＮ」の部分
を強く押して矢印の方向へ
スライドさせます。

単２の電池（アルカリ電池
推奨）が４本必要です。

〇
電
池
の
交
換
方
法

　

受
信
機
の
右
側
面
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を

切
っ
て
、
前
面
の
ふ
た
を
開
け
ま
す
。

　

電
池
の
交
換
が
終
わ
っ
た
ら
元
に
戻
し
、

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し
て
電
源
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
ま
す
。
赤
色
の
ラ
ン
プ
が
消
え
て

緑
色
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
れ
ば
電
池
交

換
の
終
了
で
す
。

点滅

押すと一時的に音が止まります

安
心
の
あ
る
ま
ち

防 

災 

行 

政 

無 

線

問
政
策
企
画
課 

広
報
情
報
統
計
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

▲道の駅サザンセトとうわ


